
素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の
神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

S A G A M I

www.samukawajinjya.jp

第510号
平成29年10月1日

編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

先
日
、新
型
の「
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
」が
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
開
発
・
販
売
を
行
う
の
は

ア
メ
リ
カ
の
「
ア
ッ
プ
ル
社
」。そ
の
設
立
者
の
一

人
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
は
生
前
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
日
本
に
は『
初

心
』と
い
う
言
葉
が
あ
る
。『
初
心
』を
も
つ
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」と
。

初
心
と
い
う
言
葉
は
室
町
時
代
に
世
阿
弥
が

最
初
に
使
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、英
語
で

は
本
質
を
つ
い
た
翻
訳
は
難
し
い
そ
う
で
す
。

御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年
と
い
う
節
目
に
あ

た
り
、
本
誌
も
初
心
を
忘
れ
ず
編
集
し
な
け
れ

ば
と
痛
感
し
ま
す
。

（
亙
）

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』
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神無月
「10月」

霜　月
「11月」

師　走
「12月」

お参
まい

りの正
ただ

しい作
さ  ほう

法ってあるの？

神
じん
社
じゃ
にお参

まい
りするときの正

ただ
しい拝

はい
礼
れい
方
ほう
法
ほう
は「二

に
礼
れい
、二
に
拍
はく
手
しゅ
、一
いち
礼
れい
」です。

つまり、2回
かい
礼
れい
をして、2回

かい
拍
はく
手
しゅ
をし、もう一

いち
度
ど
礼
れい
をするという作

さ
法
ほう

です。中
なか
にはこれとは違

ちが
う作

さ
法
ほう
でお参

まい
りする神

じん
社
じゃ
もありますが、最

もっと
も

一
いっ
般
ぱん
的
てき
な参
さん
拝
ぱい
の作

さ
法
ほう
です。

最
さい
近
きん
は、テレビなどでもお参

まい
りの仕

し
方
かた
が紹
しょうかい
介されているので、聞

き
い

たことがあるという方
かた
も多
おお
いと思

おも
います。ただ、本

ほん
当
とう
に正
せい
確
かく
な作

さ
法
ほう

まではなかなか紹
しょうかい
介されません。

そのため、最
さい
初
しょ
の二

に
礼
れい
と最
さい
後
ご
の一
いち
礼
れい
を「軽

かる
く頭
あたま
を下

さ
げる程

てい
度
ど
」と思

おも

われている方
かた
も多
おお
いと思

おも
います。実

じつ
は、神

じん
社
じゃ
での作

さ
法
ほう
にはその一

ひと

つ一
ひと
つに決

き
まりがあり、礼

れい
の角
かく
度
ど
まで細

こま
かく決

き
められています。「二

に

礼
れい
、二

に
拍
はく
手
しゅ
、一
いち
礼
れい
」は正

せい
式
しき
には「再

さい
拝
はい
、二

に
拍
はく
手
しゅ
、一
いっ
拝
ぱい
」といいます。

この「拝
はい
」というのが、90度

ど
の礼
れい
のことを指

さ
し、神

かみ
様
さま
に対
たい
してだけ行

おこな
う、

最
もっと
も深
ふか
い敬
けい
礼
れい
作
さ
法
ほう
です。このとき、単

たん
に頭
あたま
を下

さ
げるのではなく、背

せ
筋
すじ

を伸
の
ばしたまま腰

こし
を折

お
り、背

せ
中
なか
と地

じ
面
めん
が水
すい
平
へい
になるところが90度

ど
の目

め

安
やす
になります。両

りょうて
手は膝

ひざ
の前
まえ
に置

お
きます。横

よこ
から見

み
ると、数

すう
字
じ
の「7」

のような形
かたち
になります。

神
じんじゃ
社の拝

はい
礼
れい
方
ほう
法
ほう
は、礼

れい
という縦

たて
の動
うご
きと、拍

はく
手
しゅ
という横

よこ
の動
うご
きが混

ま
ざっ

た、世
せ
界
かい
的
てき
にも非

ひじょう
常に珍

めずら
しい作

さ
法
ほう
を取

と
り入

い
れています。

「再
さい
拝
はい
、二

に
拍
はく
手
しゅ
、一
いっ
拝
ぱい
」には角

かく
度
ど
以
い
外
がい
にも、いろいろな決

き
まりがありま

すが、ぜひ礼
れい
の角
かく
度
ど
だけでも意

い
識
しき
してお参

まい
りしてみてください。その

お気
き
持
も
ちはきっと神

かみ
様
さま
に伝
つた
わることでしょう。



神
嶽
山
神
苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

御
案
内

紅
葉
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

森
厳
な
神
嶽
山
神
苑
に
て

紅
葉
を
楽
し
み
つ
つ

和
や
か
な
ひ
と
時
を…

10
月
9
日
（
月
・
祝
）

　午
前
11
時
・
午
後
２
時

　
　15
日
（
日
）
　
　

　午
後
２
時
の
み

以
降
の
予
定
は
決
定
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
雨
天
時
中
止
）

●神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。●本年は12月13日にて閉苑となります。

神
楽
舞
と
雅
楽

季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
午前9時30分～午後3時30分まで
　　　　　　 （午後3時受付終了）
拝服料500円より思し召し

毎月1日に限り特別に開庵します
どうぞご利用ください
◇午前10時30分／1席（約30分間）
◇午後１時30分／1席（約30分間）
　　　　　　各1席8名まで先着順

茶屋 和楽亭

茶室 直心庵

初めての方もお気軽に茶の湯に親しんでください
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御
社
殿
御
造
営
竣
功
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年

祭
典
と
行
事
の
ご
案
内

第50回 菊花・写真展

10月15日 11：00人形感謝祭

▲平成28年宮司賞受賞作品

　人形奉斎殿では、お納め頂いた人
形を日々 お祓いするとともに毎月1日には
清祓式を斎行しておりますが、10月15
日の「人形の日」に合わせ、第6回人形
感謝祭を午前11時より斎行致します。
　人形は年間を通じお納め頂けます
が、是非この機会にご参列くださいます
ようご案内申し上げます。

　本年で50回を迎える菊花・写真展が11月10日～23日に開催されます。
　近隣の菊花会より出品される豪華絢爛な菊花約350点、寒川神社の
四季折々の様子を写した写真約150点が境内に展示されます。
　また本年は、第50回目の開催を記念して特別展示を開催致します。
詳細は5ページをご覧ください。

〔写真展作品募集〕
平成29年11月10日～23日
寒川神社に関係のある未発表の作品
四ツ切・六ツ切・A4・B4・A5・B5サイズ（ワイド可）
1人5点以内
平成29年10月1日～31日
平成29年11月上旬（入賞者へ直接連絡）

■開催時期
■題　　材
■サ イ ズ
■出品点数
■応募期間
■入賞発表

※作品の裏に住所・氏名・電話番号・題目・撮影年月日を明記のこと

問い合せ 寒川神社 写真展係 ☎0467（75）0004

開
催
中

御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年
記
念
事
業
（
11
月
23
日
ま
で
）

煤
拂
祭

天
長
祭

師
走
大
祓
式

　
並
大
祓
祈
願
祭
並
除
夜
祭

神
徳
感
謝
祭

午
前
8
時
30
分

午
前
10
時

午
後
1
時

除
夜
祭
終
了
後

14
日

23
日

31
日

12
月

月
次
祭

毎
月
1
日
・
20
日

午
前
8
時
30
分

10
月

午
前
10
時

午
前
11
時

午
前
11
時

1
日

15
日

17
日

御
社
殿
御
造
営

　
竣
功
二
十
年
奉
告
祭

人
形
感
謝
祭

神
嘗
奉
祝
祭

午
前
8
時
30
分

午
前
10
時

11
月

明
治
祭

新
嘗
祭

3
日

23
日

1



　
今
号
発
行
の
ち
ょ
う
ど
20
年
前
の
平
成

9
年
10
月
、
今
上
陛
下
の
御
大
典
を
寿
ぎ
、

平
成
の
「
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業
」
と
し

て
進
め
ら
れ
た
御
社
殿
御
造
営
の
大
事
業

が
め
で
た
く
竣
功
を
迎
え
、
同
2
日
に
御
神

霊
を
仮
殿
か
ら
新
た
な
御
本
殿
に
お
遷
し

す
る
本
殿
遷
座
祭
が
、
千
二
百
名
を
超
え

る
参
列
者
が
見
守
る
中
で
厳
粛
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
翌
3
日
よ
り
、
御
参
拝
の
皆
様
に
は
御

神
威
新
た
な
、
輝
き
に
満
ち
た
新
社
殿
に

て
、
清
々
し
く
お
参
り
頂
く
運
び
と
な
り
、

同
25
日
に
は
「
御
造
営
奉
祝
祭
」
が
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
、
畏
く
も
宮
中
よ
り
幣
帛

料
が
下
賜
さ
れ
、
神
社
本
庁
か
ら
献
幣
使

の
御
参
向
を
い
た
だ
き
、
幣
帛
が
恭
し
く

献
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
竣
功
し
た
輝
く
ば
か
り
の
新
殿

を
寿
ぎ
、
寒
川
大
明
神
の
八
方
除
の
限
り

な
い
恩
恵
を
求
め
て
氏
子
・
崇
敬
者
が
連

日
、
全
国
か
ら
多
数
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
2
日
ま
で
の
奉
祝
期
間
に
は
、

境
内
で
各
種
奉
納
行
事
が
賑
々
し
く
開
催

さ
れ
、
境
内
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

平
成
の
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業

　
今
上
陛
下
の
御
大
典
（
践
祚
か
ら
即
位

礼
、
大
嘗
祭
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
儀
式
）

が
全
て
執
り
行
わ
れ
た
の
は
平
成
2
年
の

こ
と
で
し
た
。
当
時
、当
神
社
の
「
八
方
除
」

の
御
神
徳
は
広
く
全
国
よ
り
敬
仰
さ
れ
、

参
拝
者
が
日
々
増
え
て
い
た
一
方
で
、
建
物

は
昭
和
初
期
の
御
造
営
の
も
の
で
永
年
の

風
雨
に
よ
り
傷
み
、
ま
た
社
殿
は
狭
隘
で

あ
っ
た
た
め
に
、
恒
例
の
祭
事
や
御
祈
祷
に

も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
の
御
大
典
の
盛
儀

を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
寒
川
大
明
神
の

神
慮
を
和
め
、
報
い
奉
る
た
め
に
、
御
本
殿

を
は
じ
め
幣
殿
、
拝
殿
以
下
の
御
造
営
を

奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
進
め
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
の
で
す
。
時
に
平
成
2
年
10
月

の
こ
と
で
し
た
。

　
本
殿
の
御
造
営
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
仮

殿
に
御
神
霊
を
お
遷
し
す
る
「
仮
殿
遷
座

祭
」
を
平
成
5
年
12
月
に
斎
行
。
翌
6
年

4
月
に
は
、
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
に
お
い

て
「
山
口
祭
（
山
神
を
祭
り
作
業
の
安
全
を

祈
る
祭
典
）」
と
「
御
杣
始
祭
（
御
社
殿
の

御
用
材
と
な
る
ヒ
ノ
キ
を
伐
り
出
す
た
め

の
祭
典
）」
が
斎
行
さ
れ
、
そ
の
後
御
社
殿

御
造
営
に
関
す
る
様
々
な
祭
典
が
斎
行
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
造
営
工
事
も
順
調
に
進
み
、
平
成
8
年

5
月
に
は
古
式
床
し
い
「
上
棟
祭
」
を
斎
行
。

そ
し
て
、
度
重
な
る
清
め
と
祓
い
に
よ
り
、

仮
殿
よ
り
新
た
な
御
本
殿
へ
と
遷
御
す
る

準
備
を
整
え
、
平
成
9
年
10
月
1
日
、
ヒ
ノ

キ
の
香
り
も
芳
し
い
、
荘
厳
な
御
社
殿
が

竣
功
し
ま
し
た
。

　
翌
日
に
は
古
儀
に
則
り
「
本
殿
遷
座
祭
」

が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
御
神
体
が
新
た
な

御
本
殿
へ
と
お
遷
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

御
社
殿
御
造
営
竣
功
を
以
て
、
足
掛
け
8

年
に
及
ぶ
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業
は
す
べ

て
完
遂
し
ま
し
た
。

御
社
殿
御
造
営
竣
功
　
年

　
本
年
、
当
神
社
の
御
社
殿
は
平
成
9
年

の
御
造
営
竣
功
よ
り
20
年
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
境
内
各
所
で
は
様
々
な
周
辺

整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
、
神
嶽
山
神
苑
の

開
苑
、神
池
橋
（
旧
太
鼓
橋
）
の
架
け
替
え
、

御
社
殿
前
の
全
面
石
張
り
、
老
朽
化
し
た

玉
垣
の
改
修
な
ど
、
皆
様
に
一
層
清
々
し
く

お
参
り
頂
け
る
よ
う
、
絶
え
ず
変
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
変
化
し
続
け
る
当
神
社
に
あ
っ

て
、
そ
の
中
で
も
「
不
変
」
な
る
も
の
が
存

在
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
寒
川
大
明
神
に
対
す

る
崇
敬
の
念
と
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
に
継

承
さ
れ
て
き
て
い
る
神
社
の
祭
祀
を
次
の

世
代
へ
と
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぐ
と
い
う
使

命
で
す
。

　「
祈
り
」
は
全
て
の
始
ま
り
で
す
。「
祈
り
」

は
日
々
の
生
活
に
光
を
与
え
、
進
む
べ
き
方

向
を
考
え
る
機
会
も
も
た
ら
し
ま
す
。
時

代
は
流
れ
、
価
値
観
も
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
神
様
を
「
祀
り
」、
そ
し

て
「
祈
り
」
を
捧
げ
る
と
い
う
本
質
的
な
部

分
は
い
つ
の
時
代
も
決
し
て
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　「
不
変
」
を
守
る
こ
と
が
神
社
の
役
目
で

あ
り
、
そ
れ
を
維
持
・
継
承
す
る
た
め
に
は

様
々
な
も
の
を
、
絶
え
ず
新
た
に
変
え
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
寒
川
神
社
は
、
こ
れ
か
ら
も
御
参
拝
の

皆
様
に
寄
り
添
っ
た
神
社
で
い
ら
れ
ま
す

よ
う
、日
々
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年
の
節
目
に
左
記

の
通
り
標
語
を
掲
げ
、
ま
た
次
の
未
来
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
何
卒

変
わ
ら
ぬ
御
崇
敬
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

20

奉祝奉祝 御社殿御社殿 御造営竣功20年御造営竣功20年祀祈
奉
祝 

御
社
殿
御
造
営
竣
功
二
十
年

受
け
継
ぐ
。次
の
未
来
へ…

。
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菊花展・写真展50回記念 特別展示

9月16日　～10月22日　／9時～17時

10月28日　～11月23日

場　所 客殿1階 特設会場

写真展 歴代宮司賞作品展

※記念展示「寒川神社御造営のあゆみ」の規模を縮小し、併せて展示します
9時～17時

寒川神社
御造営のあゆみ
日　時

日　程

時　間 客殿1階 特設会場場　所

菊花展 特別展示

※例年の展示に加えて開催
6時～日没時　間 境内各所場　所

会員制

申込〆切：9月15日
［申込方法］当神社の社頭にて配布中のチラシまたはHPでご確認ください。

寒川神社 相模塾 開塾
神社や神道について学んで頂ける『相模塾』を開塾致します。
神社の歴史は日本の歴史。
『相模塾』で日本の暮らしや伝統文化を再発見してみませんか？

江戸期から現在までの図面を基に、各年代の御社殿をジオラマで再現。
寒川神社の御社殿の変遷を、神社所蔵の資料とともに展示・解説します。

第１期入塾申込受付中

寒 川 神 社 御 社 殿 御 造 営
竣 功 2 0 年 記 念

http://samukawajinjya. jp
☎0467（75）0004㈹

記念展示 第1部

記念展示 第2部

見学
無料

土 日

土 木

金

第 1 期入塾申込終了しました

　
現
在
当
神
社
で
は
、
御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年

を
奉
祝
し
て
各
種
記
念
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
記
念
展
示
第
１
部
「
寒
川
神

社 

御
造
営
の
あ
ゆ
み
」
を
10
月
22
日
㈰
ま
で
御
祈

祷
受
付
所
１
階
特
設
会
場
に
て
開
催
中
で
す
。

　
こ
の
展
示
で
は
当
神
社
の
御
造
営
の
変
遷
に
つ

い
て
、
初
公
開
の
資
料
も
多
数
交
え
な
が
ら
展
示
・

解
説
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
き
な
目
玉
は
、
江
戸
期
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
御
社
殿
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
。
当
時
の
図
面
を
基
に
、
他
の
文
献
等
の
資
料
も

参
考
に
し
な
が
ら
ジ
オ
ラ
マ
を
制
作
し
、
各
年
代

の
御
社
殿
を
一
度
に
ご
覧
頂
き
、
比
較
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
当
神
社
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
幾
度
と
な
く
御

造
営
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
小
田
原
の
後
北

条
氏
も
氏
綱
・
氏
康
・
氏
政
と
三
代
に
亘
り
、
当
神

社
の
御
社
殿
修
繕
・
造
営
事
業
を
執
り
行
っ
て
い

た
こ
と
が
、
当
神
社
所
蔵
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
元
禄・寛
保
年
間
の
御
造
営
は
大
規
模
で
、

本
殿
の
み
な
ら
ず
神
社
全
域
に
お
よ
ぶ
事
業
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
9
月
に
は
、
関
東
大
震

災
に
よ
り
御
社
殿
が
傾
斜
し
、
神
輿
殿
等
が
倒
壊

す
る
未
曾
有
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
翌
年

よ
り
社
殿
の
復
旧
工
事
が
始
ま
り
、
神
明
造
り
の

本
殿
様
式
か
ら
、
本
来
の
流
造
り
の
社
殿
へ
と
戻

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
御
社
殿
が
竣
功
し
て
約
70
年
の
歳
月
を

経
て
、
平
成
9
年
10
月
1
日
、
平
成
の
「
御
大
典
奉

祝
記
念
事
業
」
と
し
て
進
め
ら
れ
た
御
社
殿
御
造

営
事
業
が
め
で
た
く
竣
功
を
迎
え
、
現
在
の
御
社

殿
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
御
社
殿
御
造
営
の
歴
史
を
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
肌
で
感
じ
て
頂
け
る
展
示
を
引

き
続
き
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
28
日
㈯
か
ら
は
第
２
部
の
記
念
展

示
も
始
ま
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
社
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
記
念
事
業
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記
念
事
業
開
催
中

御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年

江戸期から現在に
至るまでの御社殿を
再現したジオラマの
展示もあります。
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の
日
、
湘
南
地
方
に
本
格
的
な

夏
の
到
来
を
告
げ
る
浜
降
祭
が

茅
ヶ
崎
・
南
湖
の
浜
で
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
夜
明
け
と
と
も
に
寒
川
神
社
を
は
じ
め
と

し
た
寒
川
町
・
茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座
す
る
神
社

の
豪
華
絢
爛
な
約
40
基
の
神
輿
が
集
結
し
、

浜
辺
を
乱
舞
す
る
勇
壮
ぶ
り
か
ら
「
暁
の
祭

典
」
と
も
い
わ
れ
る
湘
南
地
方
の
夏
の
風
物

詩
で
す
。
今
年
も
約
８
万
人
の
人
出
で
茅
ヶ

崎
海
岸
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
海
で
の
禊
を
終

え
た
各
社
の
神
輿
は
御
神
威
も
新
た
に
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
本
年
も
、
寒
川
４
社
の
神
輿
が
寒
川

駅
前
公
園
に
集
結
し
、
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
町
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
と
九
州
・
熊
本

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
祈
り
を
込
め

た
復
興
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
の
音
に
乗
せ
て
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

精
込
め
た
田
畑
の
作
物
を
、
虫
害

や
天
災
か
ら
守
り
、
そ
の
年
の
豊

か
な
稔
り
を
祈
念
す
る
、
虫
送
り

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
虫
送
り
」
は
古
く
よ
り
農
村
部
を
中
心

に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
日
本
の
伝
統

行
事
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
形
で

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
農
薬
の
普
及
等
に

よ
り
、
徐
々
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
様

子
を
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
も
神
社
の
役
目
で

す
。
こ
の
伝
統
的
な
祭
典
を
本
年
も
斎
行
し
、

町
内
の
農
業
関
係
者
等
に
多
く
ご
参
列
頂
き

御
神
前
で
秋
の
豊
作
を
祈
念
し
ま
し
た
。

戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、
先
の
大

戦
に
お
い
て
祖
国
を
護
る
べ
く
戦

陣
に
散
り
、
戦
禍
に
倒
れ
た
英
霊

と
戦
争
犠
牲
者
の
御
霊
を
お
慰
め
し
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
る
相
模
薪
能
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
45
年
よ
り
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
後

世
へ
伝
え
る
べ
く
始
ま
っ
た
相
模
薪
能
は
、

第
48
回
目
を
迎
え
、
本
年
は
あ
い
に
く
の
雨

天
で
例
年
と
は
違
っ
た
趣
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
頂
き
、

皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
無
事
に
御
神
前
で
薪

能
を
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
非
常
に
人
気
の
高
い
曲
が
揃
っ
た
今
回
の

演
目
は
、
能
「
羽
衣
〜
和
合
之
舞
〜
」「
船

辨
慶
」、
狂
言
「
二
人
大
名
」。
御
本
殿
前
で

篝
火
に
照
ら
さ
れ
て
当
代
の
名
人
た
ち
が
演

じ
る
日
本
の
伝
統
芸
能
は
、
見
る
者
全
て
を

幻
想
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

年
祭
・
新
嘗
祭
と
と
も
に
「
三
大

祭
」
の
一
つ
で
、
当
社
の
年
間
祭

典
の
中
で
最
重
儀
と
さ
れ
る
例
祭

が
９
月
19
・
20
日
の
2
日
間
に
亘
っ
て
、
盛

大
且
つ
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
19
日
に
は
、
天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣
を
祈

念
し
て
、
流
鏑
馬
神
事
が
本
殿
西
側
馬
場
に

て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
事
の
歴
史
は

古
く
、
鎌
倉
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
流

鏑
馬
の
神
事
を
司
る
「
馬
太
夫
」
と
呼
ば
れ

る
家
筋
の
者
が
代
々
継
承
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
継
承
が
困
難
と
な
り
、
一
時
中
断

の
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、
武
田
流
（
公
社
）

大
日
本
弓
馬
会
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
、
武
田

流
に
よ
る
流
鏑
馬
神
事
は
昨
年
で
50
年
と
な

る
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。（
詳
細
は
本
誌
第

506
号
を
参
照
）
伝
統
を
未
来
へ
と
受
け
継
ぐ

べ
く
、
ま
た
新
た
な
歴
史
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　
例
祭
当
日
は
、
役
員
・
総
代
を
は
じ
め
、

全
国
よ
り
多
く
の
崇
敬
者
が
参
列
し
、
厳
粛

に
祭
典
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
御
社

殿
御
造
営
竣
功
よ
り
20
年
を
迎
え
る
本
年

も
、
神
社
本
庁
よ
り
の
幣
帛
を
奉
り
、
巫
女

に
よ
る
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
流
麗
か
つ
厳

か
に
奉
奏
さ
れ
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ぬ

祭
祀
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
両
日
に
亘
り
境
内
一
円
で
は
献
茶
・

献
花
・
盆
栽
展
・
水
石
と
美
石
展
・
奉
納
演
芸
・

神
輿
渡
御
・
少
年
館
に
よ
る
作
品
展
示
等
の

各
種
神
賑
行
事
が
行
わ
れ
、
境
内
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

浜
降
祭

虫
送
り
祭

社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

相
模
薪
能

❶

❺

❾

❽

❻❼

❷

❸❹

［写真］　①浜降祭 南湖の浜　②さむかわ神輿まつり　③虫送り祭 祝詞奏上　④相模薪能「羽衣」
⑤例祭「浦安の舞」　⑥例祭神賑行事「子供神輿巡行」　⑦例祭神賑行事「万灯パレード」
⑧例祭「玉串拝礼」　⑨流鏑馬神事　⑩例祭神賑行事「空手道演武」　⑪例祭「修祓」

海

丹

終祈例
祭

と
ど
け

　鈴
の
音

　ガ
ン
バ
レ
！
東
北

　
　負
け
る
な
！
九
州
・
熊
本

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

社
務
所
地
下
改
修
工
事
竣
功
清
祓

浜
降
古
式
祭

浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

浜
降
祭

虫
送
り
祭

7
月

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学

　
　
　
指
定
神
社
実
習
受
入
れ

平
和
祈
願
祭

第
48
回
相
模
薪
能

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
総
会

社
務
所
１
階
改
修
工
事
清
祓

8
月
12
〜
18
日

15
日

18
日

31
日

寒
川
神
社
全
総
代
会

馬
場
西
側
玉
垣
竣
功
清
祓

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部

　
　
　
　
　
　
　
祭
式
研
修
会

　
　
同
　
右

御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年

　
　
　
　
　
記
念
展
示
第
１
部

　
　
　
　
　
（
10
月
22
日
ま
で
）

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

商
工
奉
賛
会
年
次
総
会

例
祭
宵
宮
祭

流
鏑
馬
神
事

例
祭

安
藤
由
勝
大
人
命

　
　
伊
集
院
直
彦
大
人
命

　
　
　
　
　
他
命
等
の
慰
霊
祭

末
社
御
祖
神
社

　
　
　
　
秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭

高
座
氏
子
総
代
会
総
会

末
社
宮
山
神
社
例
祭

9
月

１
日

7
日

12
日

14
日

16
日

19
日

20
日

23
日

27
日

29
日

月
次
祭（
９
月
20
日
は
除
く
）

毎
月
１
日・
20
日

7 6



ニューヨーク赴任中の重要な任務の一つとして、大
学における神道研究への支援事業がありました。そこで
団体の助成により、NYを代表するコロンビア大学で宗
教学部のマイケル・コモ教授の下で神道史（Shinto in 
History）という講座を開講しており、私も毎週出席し
ておりました。
日本の神道系大学では、まず神道概論や神道の基
礎科目を受講し神道学の基礎を身につけた上で個々の
テーマを掘り下げていきますが、この授業は神道学の基
礎講座なしに研究の論文を毎週何百ページも読ませ、
毎週それに基づいてゼミ形式で発表・討議していくという
ものです。それ故学生の神道理解にも大きな差があり、
ある学生の「かつての地域のお祭りは現在の日本では

殆ど滅んだ」との発言に「まず日本に行って地域の人々
が担っているお祭りに参加してください」と思わずたしな
めたり、逆に神道の穢れの概念を研究発表としてまとめ
た学生さんの慧眼に大変感心した事もあります。
学生達になぜこの授業を履修したのか聞いてみた
所、東アジアの哲学や宗教に興味を持つ生徒が多く、
授業を通じ「神道が日本人の民間信仰や政治的な考
え方に影響を及ぼしていることが分かった」等の感想を
頂きました。
今振り返ってみると、毎週末深夜にカフェや自宅に籠

り、分厚い英語論文を読み込んで提出レポートを書く
のは、仕事を持つ身として本当に大変でした。しかし実
際に神社に奉職している者として議論に貢献できる部分
も多く、毎学期講師もさせて頂き大変良い経験になりま
した。
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煤拂祭
すすはらいさい

一
竿
は
赤
子
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も
の
ほ
す
晩
夏
光 

露
木
て
る
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あ
の
頃
は
隣
り
組
あ
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終
戦
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宮
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つ
る

焼
蕎
麦
の
ソ
ー
ス
が
匂
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徳
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岸
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日
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岩
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台
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菅
沼
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国
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誘
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扉
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猿
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行
き
ず
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に
撫
で
て
た
た
い
て
行
く
南
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松
本
美
智
子

水
打
っ
て
薬
舗
の
に
お
い
陽
の
に
お
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石
原
美
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泣
い
て
や
る
蝉
と
一
緒
に
蝉
よ
り
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吉
田
　
和
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今
は
も
う
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見
草
だ
け
の
海
の
基
地 

伊
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宅
配
便
額
を
な
が
る
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汗 
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こ
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こ
ぼ
れ
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茜
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回
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し
友
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た
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忘
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澤
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友
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取
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ぼ
れ
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と
な
る 

山
口
　
幸
子

庭
に
咲
く
花
に
そ
れ
ぞ
れ
思
い
あ
り
友
の
顔
あ
り
故
郷
も
あ
り 

岡
元
　
芳
子

黒
あ
げ
は
青
筋
あ
げ
は
黄
あ
げ
は
と
舞
ふ
に
あ
ひ
た
る
梅
雨
明
け
の
朝 

杉
本
　
照
世

寒

川

俳

壇

相

模

詠

草

人
　
事

　
12
月
14
日
、
一
年
間
の
汚
れ
を
払
い
清
め

る
年
末
恒
例
の
煤
拂
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

祭
典
終
了
後
に
は
、
境
内
各
所
の
大
掃
除
が

行
わ
れ
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
準
備
が
本
格

化
し
ま
す
。
正
に
、
師
走
の
風
物
詩
と
も
い

え
る
重
要
な
行
事
で
す
。

　煤
払
い

　「
煤
払
い
」
と
は
、
一
年
に
一
度
、
屋
内

外
の
煤
や
ホ
コ
リ
を
払
う
年
末
の
行
事
の
こ

と
を
い
い
「
煤
掃
き
」「
煤
納
め
」
と
も
い

い
ま
す
。
現
在
の
大
掃
除
の
起
源
で
あ
り
、

年
末
に
は
全
国
各
地
の
神
社
仏
閣
で
行
わ

れ
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
そ
の
様
子
が
伝
え

ら
れ
ま
す
。

　
多
く
の
方
が
「
煤
払
い
」＝「
年
末
の
大
掛

か
り
な
大
掃
除
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
「
煤
払
い
」
は
、
一
年
の
厄
を
落
と
し

歳
神
様
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
宗
教
的
な
意

味
が
強
い
行
事
な
の
で
す
。

　正
月
事
始
め

　
煤
払
い
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
平
安
時
代

に
は
宮
中
に
お
い
て
既
に
行
わ
れ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
江

戸
城
に
て
旧
暦
の
12
月
13
日
に
大
規
模
な
煤

払
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
と
い
う
日
付
の
設
定
に
つ
い
て

は
、
江
戸
中
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
宣

命
暦
」
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
宣
命

暦
に
お
け
る
星
宿
の
分
割
法
の
一
つ
で
あ
る

「
二
十
七
宿
（
現
在
の
暦
で
使
用
さ
れ
る
「
二

十
八
宿
」
と
は
異
な
る
）」
で
は
12
月
13
日

は
必
ず
「
鬼
宿
日
」
と
な
り
、
万
事
に
大
吉

の
日
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
江
戸
城
で
は
、
正
月
を
迎
え
る

準
備
を
始
め
る
最
良
の
日
と
し
て
12
月
13
日

に
煤
払
い
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
残

る
「
正
月
事
始
め
」
の
起
源
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
暦
を
見
て
頂
く
と
、
12
月
13
日
に

は
「
正
月
事
始
め
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
新
暦
に
変
わ
り
、
正
月
事
始
め
が
必
ず

「
鬼
宿
日
」
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
生
活
様
式
も
大
き
く
変
わ

り
、
現
在
で
は
煤
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
わ
が
国
の
伝
統
が

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
残
り
続
け
て
い
る

の
で
す
。

　寒
川
神
社
の
煤
払
い

　
前
述
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
広
く
12
月

13
日
に
煤
払
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

社
寺
に
お
い
て
は
特
に
決
ま
っ
た
日
に
行
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り
は
な

く
、
当
神
社
で
は
古
く
か
ら
12
月
14
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
神
社
で
は
、
職
員
一
同
が
社
殿
に
集
ま

り
、
ま
ず
は
煤
拂
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
祭

典
終
了
後
、
４
ｍ
程
の
笹
竹
を
持
っ
た
神
職

２
名
が
普
段
手
の
届
か
な
い
部
分
の
煤
を
払

い
ま
す
。
そ
の
後
、
職
員
総
出
の
大
掃
除
が

境
内
各
所
で
行
わ
れ
、
新
た
な
歳
神
様
を
お

迎
え
す
る
準
備
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
ご
家
庭
で
の
大
掃
除
は
年
末

ギ
リ
ギ
リ
に
行
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
12
月
13
日
に
神
棚
の
掃
除
だ

け
で
も
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
お
正
月
に
歳
神
様
を
お
迎
え
す
る
気
持
ち

が
一
層
強
く
な
り
、
一
段
と
清
々
し
い
新
年

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
げ

こ
お
ろ
ぎ
　

◆
昇
　進

〈
神

　社
〉

禰

　宜 

鈴
木

　康
宏

権
禰
宜 

水
谷

　智
賢

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

平
成
二
十
九
年
九
月
十
日

　

神
社
本
庁

◆
退
　職

〈
寒
川
病
院
〉

看 

護 

師 

菅
原

　征
子

診
療
放
射
線
技
師 

　本
田

　明
光

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日

◆
採
　用

〈
寒
川
病
院
〉

看 

護 
師 

早
坂

　美
樹

看 

護 

師 
遠
藤

　直
子

看 

護 

師 
植
村

　幸
子

看 

護 

師 

片
山

　祥
恵

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
九
年
九
月1

日

　

薬 

剤 

師 

疋
田
礼
喜
子

看 

護 

師 

金
崎
は
る
か

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日

　

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士 

山
田

　和
宏

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
九
年
八
月1

日

　

〈
さ
む
か
わ
訪
問
看
護

　
　
　
　ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

看 

護 

師 

野
地

　ユ
カ

さ
む
か
わ
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
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 2日 育成総会（BVS・CS・BS・VS・RS）
  育成総会（少年館）
 17日 神輿パレード国旗持ち奉仕（BS・VS）
 19日 終業式（少年館）
 22～23日 1泊舎営・水泳訓練（BVS・CS）
 25～26日 夏季錬成会（少年館）

７月

 1日 始業式（少年館）
 24日 秋のハイキング（少年館）
 〃   江の島探検（BVS・CS）

９月

動静動静
８月 2～6日 寒川第2団・台北市第360団交流会（BVS・CS・BS・VS・RS）
 17～18日 お泊り会（少年館）

小学1年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館
☎0467-74-0551

スカウト
募集中！

寒
川
病
院
の
整
形
外
科
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す

斎
藤  

裕
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
神
奈
川
県
大
和
市
で
、
昭
和
56
年
に
横
浜

市
立
大
学
を
卒
業
し
、
以
後
神
奈
川
県
下
の
病
院
に

勤
務
し
、
平
成
29
年
3
月
ま
で
は
、
約
18
年
間
相
模

原
市
橋
本
の
相
模
原
協
同
病
院
に
在
職
し
て
お
り
ま

し
た
。
専
門
は
、
関
節
外
科
（
と
く
に
下
肢
）
で
、

人
工
関
節
や
関
節
形
成
術
を
主
体
に
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
脊
椎
外
科
に
も
興
味
が
あ
り
、
脊
椎
疾
患
の

治
療
に
関
与
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
整
形

外
科
の
専
門
医
は
も
と
よ
り
、
脊
椎
脊
髄
病
、
リ
ウ

マ
チ
、
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
等
の
専
門
医
資
格
を
有

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
ご
縁
が
あ
っ
て
、
平
成
29
年
4
月
よ
り
、

寒
川
病
院
に
入
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

整
形
外
科
は
運
動
器
を
治
療
す
る
診
療
科
で
す
。

運
動
器
と
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
簡
単
に
い
う
と
、
首
か
ら
下
の
、
内
臓

を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
で
、
骨
、
筋
肉
、
じ
ん
帯
、
神
経
、

（
皮
膚
）、
脊
椎
・
脊
髄
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
動
器
は
、
そ
の
障
害
が
直
接
生
命
を
脅
か
す
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
を
不
自
由
な
く
送

る
に
は
、
極
め
て
重
要
な
器
官
で
す
。

こ
の
よ
う
に
整
形
外
科
は
取
り
扱
う
体
の
部
位
が

広
い
た
め
、
最
近
は
、
脊
椎
外
科
、
関
節
外
科
と
二

分
さ
れ
、
さ
ら
に
関
節
外
科
は
上
肢
と
下
肢
、
さ
ら

に
リ
ウ
マ
チ
や
変
形
性
関
節
症
に
対
応
す
る
分
野
や

ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
、
救
急
外
傷
外
科
等
、
そ
の
専

門
分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

全
て
の
領
域
の
整
形
外
科
治
療
を
提
供
で
き
る
の
が

理
想
的
で
す
が
、
当
院
で
は
人
員
の
問
題
も
あ
り
、

難
し
い
状
態
で
す
。
た
だ
、
す
べ
て
の
疾
患
に
で
き

る
限
り
的
確
な
診
断
を
下
せ
る
よ
う
に
努
力
し
、
責

任
を
も
っ
て
専
門
医
療
施
設
で
の
治
療
を
斡
旋
す
る

お
手
伝
い
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
邦
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高

齢
化
が
進
み
、
超
高
齢
社
会
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
が
占
め
る
割
合
が
21
%
を
超
え
た
社
会
を
い

う
。
現
在
の
日
本
は
平
成
27
年
9
月
の
段
階
で
、

26
・
7
％
）
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
運
動
器
の
健
康
が
何
よ
り
も
大
切
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
国
の
政
策
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
と

は
、
地
域
に
お
け
る
「
医
療
」「
介
護
」「
生
活
」
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
ケ
ア

体
制
を
地
域
ご
と
に
構
築
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

高
齢
化
が
進
む
社
会
に
対
応
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
当
院
も
、
急
性
期
病
院
と
い
う
役
割
を
担

う
か
た
わ
ら
、
病
状
が
あ
る
程
度
落
ち
着
い
た
場
合

の
亜
急
性
期
の
治
療
も
行
い
、
介
護
へ
の
移
行
、
生

活
の
充
実
を
め
ざ
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
は
今
ま
で
、
急
性
期
治
療
一
本
や
り
の
病
院
で

の
勤
務
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
20
年
か
ら
2
年
半
に
わ
た

り
、
一
人
ぐ
ら
し
の
認
知
症
の
母
親
を
在
宅
介
護
す

る
経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
介
護
中
に
母
は
自
宅
で

転
倒
し
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
を
受
傷
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
手
術
を
施
行
し
骨
折
は
治
癒
し
ま
し
た
が
、

認
知
症
も
あ
っ
た
た
め
機
能
回
復
は
得
ら
れ
ず
、
介

護
施
設
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
も
う
自
宅

に
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
、私
は
、

高
齢
者
の
身
内
、
あ
る
意
味
で
高
齢
者
の
主
治
医
と

し
て
、
医
療
、
介
護
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
整
形
外
科
疾
患
の
急
性
期
治
療
に
従
事
し

て
い
く
所
存
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
経
験
を

生
か
し
、
少
し
で
も
医
療
介
護

ニ
ー
ズ
増
大
へ
の
対
応
に
寄
与

し
、
整
形
外
科
と
し
て
当
院
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の

貢
献
に
尽
力
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病院
だより

午前
月 火 水 木 金 土

午後
◯ ◯
◯ ◯ ◯

斎藤医師診療日

斎藤 裕 医師よりご挨拶
斎藤　裕宗教法人 寒川神社 寒川病院 整形外科医長

　人と人との出会いは、不思議な縁によって導かれ、時
として思わぬ結果を生むこともあるものです。
　平成26年8月、発団40周年記念キャンプで沖縄を訪ね
た際、ある男性に突然片言の日本語で声を掛けられまし
た。男性は台湾のボーイスカウト指導者で、沖縄へは個
人的な観光に来られていたようです。このときは簡単な
挨拶程度で別れましたが、その後連絡を取り合ううちに、
寒川第2団と台湾のスカウトで交流会を開こうというこ
とになりました。
　準備に1年以上。今年の夏に、台湾のスカウト・指導者
総勢33名を受け入れました。
　羽田空港に到着した台北市第360団一行は、寒川第
2団が待つスカウトハウスへ移動。熱烈な歓迎を受けま
した。
　2日目は寒川2団のスカウトと混成班を組み、事前に準
備したツリーハウスの完成作業などを行い、午後からは、
平和運動のカーリングラインアートを日台合同で実施。
平和・友愛・相互理解等をアートで表現しました。
　3日目、箱根を訪問。この日から台湾のスカウト達は日

本の家庭にホームステイし、日本と台湾の文化の違いを
学びました。
　4日目は湘南海岸でバーベキューやスイカ割り等を行
い、午後はホスト家庭に戻って茅ヶ崎花火大会を楽しん
だスカウトもいたようです。
　最終日、寒川神社を正式参拝。緊張の面持ちで神前に
進み、初めて見る神楽に心を奪われていました。
　こうして4泊5日に亘る交流会は無事終わりを迎え、再
来年発団45周年を記念して訪問する台湾では互いに成
長した姿での再会を誓い合いました。

BS寒川第2団 台湾交流会

少年館 夏季錬成会
　7月25～26日の2日間、山梨県八ヶ岳にて「夏季錬成会」を実施し
ました。まずは武田神社に到着。正式参拝後、信玄公ゆかりの宝物を
見学しました。小須田牧場では、馬房掃除・ブラッシング・乗馬等の体
験を行い、「生き物を育てる大変さ」について学びました。
　宿泊は八ヶ岳少年自然の家。夕食後体育館でミニ運動会を行い、
翌日は清々しい空気の中、広大な自然を利用した冒険ハイクに挑
戦。班員同士一段と強くなった絆で、1つ1つの関門を協力して克服
していきました。
　南アルプス市では桃狩りを行い、家族へのお土産もゲット。
　錬成会を通じて様々なことを学んだ館生たちは、また一層逞しく
なったようでした。

　8月17～18日、恒例の「お泊り会」を開催
しました。
　普段から寒川神社の杜の中で活動してい
る館生ですが、神社の事を知らない子も多い
ため、今回は寒川神社内の見学を行いまし
た。正式参拝後、神楽舞の見学、神嶽山神苑
の散策を行い、巫女の装束・稚児装束に着替
えての記念写真。少年館生でなければ体験
できないことばかりで、皆興味津々でした。
　翌朝はお隣の興全寺で座禅を体験。身も
心も引き締まりました。
　1年生にとって初めての宿泊体験は、大き
な糧となり、これからの活動に役立つことと
思います。

青少年だより
夏の思い出

少年館 お泊り会

http://www.sansyuden.jp

結婚式・披露宴・初宮詣･七五三詣
成人式・還暦祝など各種お祝いのご会食
参拝会食・忘年会・新年会・歓送迎会
同窓会・創業記念など各種のご宴会

☎0467-75-5555 FAX0467-75-5556
〒253-0106 高座郡寒川町宮山3835-1

ご予約・お問合せは

寒川比古命と寒川比女命を
お祀りする寒川神社。御本殿
で結婚の奉告をした新郎・
新婦は、人力車に揺られて挙
式を行う参集殿に向かいます。
結ばれて、新しい人生の門出
を寒川神社参集殿で。 

神前挙式・衣裳付きプラン￥390,000（税別）～

結い
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素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の
神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

S A G A M I

www.samukawajinjya.jp
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編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

先
日
、新
型
の「
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
」が
発
売
さ
れ

ま
し
た
。

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
開
発
・
販
売
を
行
う
の
は

ア
メ
リ
カ
の
「
ア
ッ
プ
ル
社
」。そ
の
設
立
者
の
一

人
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
は
生
前
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
日
本
に
は『
初

心
』と
い
う
言
葉
が
あ
る
。『
初
心
』を
も
つ
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」と
。

初
心
と
い
う
言
葉
は
室
町
時
代
に
世
阿
弥
が

最
初
に
使
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、英
語
で

は
本
質
を
つ
い
た
翻
訳
は
難
し
い
そ
う
で
す
。

御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年
と
い
う
節
目
に
あ

た
り
、
本
誌
も
初
心
を
忘
れ
ず
編
集
し
な
け
れ

ば
と
痛
感
し
ま
す
。

（
亙
）

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』
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【表紙写真説明】
御造営竣功20年を迎えた御社殿と展示中のジオラマ

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清

奉祝 御社殿御造営竣功20年

江戸期の御社殿（再現） 昭和期の御社殿（再現）

神無月
「10月」

霜　月
「11月」

師　走
「12月」

お参
まい

りの正
ただ

しい作
さ  ほう

法ってあるの？

神
じん
社
じゃ
にお参

まい
りするときの正

ただ
しい拝

はい
礼
れい
方
ほう
法
ほう
は「二

に
礼
れい
、二
に
拍
はく
手
しゅ
、一
いち
礼
れい
」です。

つまり、2回
かい
礼
れい
をして、2回

かい
拍
はく
手
しゅ
をし、もう一

いち
度
ど
礼
れい
をするという作

さ
法
ほう

です。中
なか
にはこれとは違

ちが
う作

さ
法
ほう
でお参

まい
りする神

じん
社
じゃ
もありますが、最

もっと
も

一
いっ
般
ぱん
的
てき
な参
さん
拝
ぱい
の作

さ
法
ほう
です。

最
さい
近
きん
は、テレビなどでもお参

まい
りの仕

し
方
かた
が紹
しょうかい
介されているので、聞

き
い

たことがあるという方
かた
も多
おお
いと思

おも
います。ただ、本

ほん
当
とう
に正
せい
確
かく
な作

さ
法
ほう

まではなかなか紹
しょうかい
介されません。

そのため、最
さい
初
しょ
の二

に
礼
れい
と最
さい
後
ご
の一
いち
礼
れい
を「軽

かる
く頭
あたま
を下

さ
げる程

てい
度
ど
」と思

おも

われている方
かた
も多
おお
いと思

おも
います。実

じつ
は、神

じん
社
じゃ
での作

さ
法
ほう
にはその一

ひと

つ一
ひと
つに決

き
まりがあり、礼

れい
の角
かく
度
ど
まで細

こま
かく決

き
められています。「二

に

礼
れい
、二

に
拍
はく
手
しゅ
、一
いち
礼
れい
」は正

せい
式
しき
には「再

さい
拝
はい
、二

に
拍
はく
手
しゅ
、一
いっ
拝
ぱい
」といいます。

この「拝
はい
」というのが、90度

ど
の礼
れい
のことを指

さ
し、神

かみ
様
さま
に対
たい
してだけ行

おこな
う、

最
もっと
も深
ふか
い敬
けい
礼
れい
作
さ
法
ほう
です。このとき、単

たん
に頭
あたま
を下

さ
げるのではなく、背

せ
筋
すじ

を伸
の
ばしたまま腰

こし
を折

お
り、背

せ
中
なか
と地

じ
面
めん
が水
すい
平
へい
になるところが90度

ど
の目

め

安
やす
になります。両

りょうて
手は膝

ひざ
の前
まえ
に置

お
きます。横

よこ
から見

み
ると、数

すう
字
じ
の「7」

のような形
かたち
になります。

神
じんじゃ
社の拝

はい
礼
れい
方
ほう
法
ほう
は、礼

れい
という縦

たて
の動
うご
きと、拍

はく
手
しゅ
という横

よこ
の動
うご
きが混

ま
ざっ

た、世
せ
界
かい
的
てき
にも非

ひじょう
常に珍

めずら
しい作

さ
法
ほう
を取

と
り入

い
れています。

「再
さい
拝
はい
、二

に
拍
はく
手
しゅ
、一
いっ
拝
ぱい
」には角

かく
度
ど
以
い
外
がい
にも、いろいろな決

き
まりがありま

すが、ぜひ礼
れい
の角
かく
度
ど
だけでも意

い
識
しき
してお参

まい
りしてみてください。その

お気
き
持
も
ちはきっと神

かみ
様
さま
に伝
つた
わることでしょう。


